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１１月号 (第 9 号) 

今月の聖句 

「あなたがたは、主キリスト・イエスを受け

入れたのですから、キリストに結ばれて

歩みなさい。キリストに根を下ろして、造

り上げられ、教えられたとおりの信仰をし

っかりもって、あふれるばかりに感謝しな

さい。」 

（新約聖書：コロサイの信徒への手紙第二

章６節から７節） 
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【 １１月の巻頭言 】 

 為我井輝忠 

11 月も過ぎて中旬頃になると、いつもながらに時間

の過ぎゆく速さに驚き、今年もあっという間に終わり

そうな時期となってきたことを実感します。この一年

私は何をしてきたか、何を残したか、人のため世のた

め何かしてきたか等を考えざるを得ません。皆さんは

如何ですか。 

ふと聖書の言葉を思い出しました。「今わたしは、

人に喜ばれようとしているのか、それとも神に喜ばれ

ようとしているのか、あるいは、人の歓心を買おうと

努めているのか。もし、今もなお人の歓心を買おうと

しているとすれば、わたしはキリストの僕ではあるま

い」（ガラテヤ 1：8～12） 

さて、今月は東京クラブの比奈地 康晴ワイズをお

招きして「BF代表として東单アフリカ 4カ国を訪問し

て」というタイトルで卓話をしていただきます。比奈

地ワイズは昨年 4カ国の YMCA を訪ねて、様々な人々

に出会い、様々なことを経験されてきました。今回、

そうして貴重な体験を共有し、私たちが世界に目を向

けることが出来れば幸いです。アフリカと言うと、ス

テレオタイプな目で見がちですが、この大陸には 54

カ国もの国があり、皆違う文化を持っています。比奈

地ワイズの卓話に大いに期待したいと思います。 

【 今月の強調テーマ 】 

『ワイズ理解』 

日本のワイズメンズクラブが初めて国際協会に加 

 

盟した記念日であり、大阪ワイズメンズクラブが日本

で初めて国際協会に加盟した１９２８年１１月１０

日を記念してこの「１１月１０日」を東・西日本区で

は「ワイズデー」として、ワイズ運動の理解を一層深

めることを意図しています。 

 

≪モットー≫ 

国際会長 Jenifer Jones 「より良い明日のために今日を築く」 

“Building today for a better tomorrow ” 

アジア地域会長 田中博之（東京多摩みなみ） “ACTION！” 

東日本区理事 山田敏明（十勝） 「勇気ある変革」  

東新部部長 小川圭一（東京世田谷） 「心を尽くして、YMCA のために」 

クラブ会長 為我井輝忠 「感謝、信頼、地固め、そして成長！」 

［クラブ役員］直前会長 太田勝人   書記 尾張日出夫  

     会 計 松井優希   担当主事 諏訪治邦 

2019 年 11 月例会プログラム 

日時：2019 年 11月 20 日(水)19:00～21:00 

会場：まちだ中央公民館  6 階 学習室 1 

司会  ・・・・・・・ ・・  ・ 太田勝人 

開会点鐘          会 長 為我井 輝忠 

ワイズソングと信条       一 同 

ゲストとビジター紹介  会長 為我井 輝忠 

聖句朗読・感謝の祈り       諏訪 治邦  

会 食 

卓話『ＢＦ代表として東单アフリカ４ヶ国を訪  

問して』 

卓話者 比奈地 泰晴氏（東京クラブ） 

ハッピーバースデー 

スマイリング献金 

諸報告 

 ①ワイズ関係            為我井会長 

 ②YMCA 関係           諏訪 治邦 

スマイリング献金 

閉会点鐘                為我井会長 



『ファミリー・ファスト』： 

Family Fast。「TOF＝Time of Fast,断食の時」を家

庭内や、クラブ例会や、知人・友人に呼びかけて行う

献金です。具体的には、２月が献金の月ですので２月

例会で会食を犠牲にして、その金額を（例会参加の会

費１，０００円などを）国際協会に献金します。全世

界のワイズメンからの献金を基に発展途上国での、貧

困からの脱却のための支援とか、手に職をもたらす裁

縫の技術習得などなどに何と約４千万円ほど使われ

ます。私共はその一員を担っています。 

                 （太田 記） 

≪ 10 月の例会報告 ≫ 

10 月 16日（水）19：00～21：10 

まちだ町田中央公民館 学習室 1 

＊会議資料 ①議事次第 ②ブリテン１０月号 

＊議事進行 為我井会長の点鐘で開会し、太田直前会

長の司会で議事が進められた。今回の例会の主題は

先月から始めった卓話シリーズの第二回であり、東

京YMCA副総主事の星野太郎様にYMCAの理念と様々

な活動の内容等々幅広くお話し頂いた。 

１．卓話『YMCA が目指している理念と会員への 

期待』 東京 YMCA 副総主事 星野太郎氏 

 私は 30 年前の学生だった頃に町田市民として能ヶ

谷に住んでいたことがあり、懐かしい土地であります。

今日のテーマは YMCA の理念と言うよりも主に

YMACA の働きについてご紹介します。 

１）YMCA の活動の概要 

①YMCA は特には学校教育に力を入れている。 

専門学校が 3 つ（体育保育（保育士、医療福祉（介

護福祉士）、ホテルマンの養成校）ある。 

その他にインターナショナルスクール（アメリカン

スクールと同資格）１校、日本語学校１校がある。 

②野外教育の場であるキャンプ場が２つある。 

  山中湖（日本で最初のキャンプ場）、野尻湖 

③その他にも以下の様な活動を行っている。 

＊幼稚園（チャイルドケア）＊世代間交流事業 

 ＊語学教育 ＊健康教育 ＊災害復興支援 

 ＊オルタナブ事業（発達障害対策） ＊地域活動 

④YMCA の拠点について 

＊東京には 23 拠点ある。 

プログラム会員5,300人（内サポーター1,000人） 

スタッフ 600 人 ボランティア約 1700 人 

＊全国では都市部を中心に 35 の拠点ある。 

都市 YMCA、学生 YMCA などである。 

＊世界・120 国に 3900 万人、スタッフ 8,8000 人。 

＊東京 YMCA の事業規模は約 40 億円である。 

２）災害復興支援の数々 

 ①2011 年 3 月 11 日の東日本大震災の支援 

  仙台 YMCA が中心になって活動し、支援物資を

妙高高原ロッジに集約し、石巻を拠点に活動した。 

 ②2016 年 4 月熊本地震被害対策支援 

③2018 年 7 月西日本の集中豪雨被害の支援 

 ＊募金活動で全国で 2800 万円（東京 750 万円） 

 集まり、この資金で被災した子供達の夏休みの思い

出作りにキャンプに招待した。 

３）国際協力・海外の支援活動 

①ニューヨーク州のキャンプ場の利用。 

②北京 YMCA から子供のサマーキャンプ受入。 

 ③ソウルの YMCA とサッカー交流。 

 ④バングラデイシュの教育機会に恵まれない子供

達への教育支援を行っている。 

４）オルタナティブ・発達支援 

  発達障害など通常の学校教育について行けない

子供達への教育支援も力を入れている。 

５）ポジテイブネットワーク 

 YMCA 独自の造語である。互いの存在を認め合って

こそ高め合うことができる善意や前向きの気持ちで

繋がるネットワークである。皆が連携することで良く

なることを目指すことである。皆様にはその繋がりを

構成する一人になって頂きたい。その為に皆様に次の

ことをお願いしたい。①YMCA の活動に参加する②

YMCA の会員になる③ボランティアに参加する。 

２．その他 

１）ハッピーバースデイ 

  木藪美歩さん、為我井輝忠さんが 10月にお誕

生日を迎え、図書券が贈呈されました。 

２）その他報告など 

①ワイズ関係については 為我井会長から報告 

②YMCA 関係については諏訪主事から報告 

３．スマイリング献金 

【出席者】メンバー：太田勝人、為我井輝忠、尾張日

出夫、木藪美歩、城田教寛、諏訪治邦、竹尾信吉、 

松井優希 

東京コスモス：権藤徳彦、谷治英俊 

ビジター：東京 YMCA 副総主事 星野太郎（東京）、

伊藤幾夫（多摩みなみ）、江口耕一郎（東京） 

以上 13 名     （尾張 記） 

≪ 10 月の第二例会報告 ≫ 

11月 6日（土）13：30～14：50 

町田市民文学館ことばらんど第二会議室 

議事：11 月の本例会の議事内容と 11 月号ブリテンの



11 月の卓話者 比奈地泰晴氏のご紹介 

第 12 回 歌声サロン  in  野中ホール  

 

内容等、これから 12 月に掛けて行事が重なるので日

程の確認と調整などについて為我井、太田、尾張、松

井の 4 氏により協議した。 

１．松井氏からの報告 

待望の教員試験に合格したが、千葉大の大学院の理

学部に合格したので、将来を見据えて進学する道を選

ばれた由。一同で祝福のエールを送った。 

２．クラブ会計について 

歌声サロンによるファンド収入、椿油や狭山茶の販

売によるファンド収入や、山崎団地新聞の広告費、キ

ーボード台座の支柱交換費用等々の収支について精

査を行い清算を終了した。 

３．ブリテン 11 月号 

編集方針及び掲載記事について協議した。なお、 

第二例会の開催日が遅いと、発行が遅くなるので 

12 月の第二例会を 11 月 29 日開催とした。 

４．ファンドについて 

１）二つの歌声サロの開催によって発生したファン

ドの収入について報告があった。 

２）椿油と狭山茶の販売等計画について協議した。 

５．第３回歌声サロン in グランハートについて 

 １）山崎団地新聞に 11 月と 12 月の歌声サロン公演

の PR 記事を掲載した。宣伝効果が大きいので適

切な投資である。なお、自治会のサービスで 1 月

～3 月号にはやや短文の広告を掲載頂けることに

なった。（掲載費用 10,000 円） 

 ２) 今後の歌声サロンの作業分担について協議した。 

６．11 月例会について 

  11 月の卓話はユネスコで海外での文化事業や、埼 

玉大学国際文化センター通じて留学生支援や交換 

留学プログラムの立案など幅広い経験を持つ東京 

クラブの比奈地泰治氏にお願いした。 

７．12 月例会について 

  太田直前会長の提案に依り、12 月例会は卓話は行 

わず、音楽を演奏したり、皆で持ち寄った品物をオ 

―クションするなどクリスマスらしい出し物で楽 

しい例会にする為、会場を市民ホールに変更した。 

８、12 月 7 日クリスマス祝会（原町田教会） 

 コスモスクラブと協同で開催する。会の負担 1 万

円 

９．明年 1 月以降の卓話案 

 田中博之ワイズ(アジア太平洋地域会長)に依頼し

た。                （尾張 記） 

１９４７年静岡県生まれ。ＩＣＵ（国際基督教大

学院終了後、フルブライトプログラムで米国大学院

に研究留学。帰国後文部科学省所管の財団法人ユネ

スコ・アジア文化センターに勤務し、主にユネスコ

の文化領域活動のアジア太平洋地域での展開支援に

従事。その後、埼玉大学国際文化センターに移動し、

留学生支援、交換留学プログラムの実施等を担当。

埼玉大学退職後東京クラブに入会。 

今年「ＢＦ代表＝Brotherhood Fund という基金か

ら旅費が支給され、公式訪問の代表者」として東单ア

フリカ４か国を訪問してきました。   （太田 記） 

10 月 26 日に町田市成瀬台の野中ホールで歌声サ

ロンを開催しました。グランドピアノで季節の歌、 

昔の唱歌など、歌手とお客様が一緒に楽しく歌いま

した。なお、山崎団地の第 2 回グランハート歌声サ

ロンに飛び入りで出演された白川伸和さんも初出演

し、ご自身で作詞作曲された“花になりたい”を歌わ

れました。一度聴いたら忘れられない名曲です。 

10 月例会で講演頂いたばかりの東京 YMCA の星野太

郎様にもご出席頂いた。 

★次回(第 13回)公演のご案内★ 

日時：11月 23 日（祝）15時～17時 30分 

会場：野中ホール 

      町田市成瀬台 1 丁目 2-27  

入場：限定 20 名 

交通：バス停・成瀬台入口より徒歩 1分 

会費：ケーキ付 1000 円   

 申込&連絡先：11 月 18 日迄に 

竹尾 090-7639-0260 又は尾張 090-2248-8609 

 

10 月 5日の第 2回歌声サロンに続いて 11月 2日に

は第 3回の歌声サロンを開催しました。第 2回はお客

様がやや減少したので、グランハート悠々園に隣接す

る山崎団地の皆様に周知を諮るため、自治会に交渉し

てやまざきだんち新聞に歌声サロン開催の PR記事を

掲載した結果、記事を読まれたお客様が来場されまし

た。なお、第 2回のお客様の中に新宿で有名な歌声喫

茶“ともしび”出身の歌手・白川伸和さんが居られて

飛び入りの出演をされましたが、第 3回では正式なメ

ンバーとして出演し、皆様の喝采を浴びました。 

皆様、12月 8日(日)には第 4回の歌声サロンを開催

しますので是非ご参加下さい。 

★次回の申込先は次ページをご覧下さい。 



ＹＭＣＡ  ＮＥW

 

やまざきだんち新聞紙上で歌声サロンの PR！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 回目の歌声サロン in グランハート悠々園の 

PR は山崎団地自治会に依頼し、同会で発行している

「やまざきだんち新聞」に掲載させて頂きました。 

第 1 回と 2 回の事前 PR はチラシのポステイングを

行いましたが、効率が悪いので、チラシを自治会で

回覧して頂くよう太田直前会長と一緒に訪問しま

した。自治会長さんから月 1回発行している自治会

の新聞に掲載してはどうかとご提案頂きました。有

料であっても効果が期待されるので、クラブに諮っ

て掲載することになりました。左記は次回 12 月の

歌声サロンの予定記事です。     （尾張 記） 

 

台風が２か月にわたって日本を痛めつけました。多くの皆さんがボランティア 

に行こうという気持ちになり、長野市では一日に３千人を超えるボランティア

が全国各地から来て汗を流しました。東日本震災以降、共助の考え方が強調され認知されたことはとても喜ばし

いことです。それを通してお互いのつながりが意識されるようになりました。東京ＹＭＣＡでも、長野市北部に

スタッフを派遣しボランティアの皆さんをサポートしています。これから、長野はさらに気温が下がり１２月の

声を聞くと雪が降り始めます。雪が降る前に何とかしたい！被災地ではこのような気持ちだろうと思います。 

１１月は安定した天気に恵まれるよう願ってやみません。 

早くも全国各地でクリスマスの雰囲気が味わえる時期になりました。被災地の皆さんにも平等にクリスマスは

やって来ます。アメリカでもこの時期からチャリティイベントが花盛りとなります。自分の置かれている場所・

人・物など様々なものに感謝を！と言う気持ちであれば素敵なクリスマスが迎えられるように思います。 

どうぞ、皆さんもご自宅の近所にあるキリスト教の教会を覗いてみてください。12 月 1 日からアドベント（待

降節）が始まります。祭壇には 4 本の蝋燭が立てられ、礼拝が 1 週進むたびその本数が増えていきます。12 月

22 日のクリスマス礼拝には 4 本の蝋燭に点灯されます。卖なる形式と言えばそうですが、4 本の蝋燭が揃うと毎

年感動します。 

東京ＹＭＣＡでは被災地の子どもたちへのサポートのため、募金を行っています。ご協力をお願いします。 

諏訪治邦 記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○例 会 日 第３水曜日 19:00～21:00 場所：まちだ中央公民館 6 階 町田市原町田 6-8 

○第 2 例会  第１土曜日 13:30～15:00  場所：まちだ中央公民館 6 階 町田市原町田 6-8 

 

東京町田スマイリングワイズメンズクラブ 

事務所：〒242-0007 神奈川県大和市中央林間  6-3-20-802 (太田勝人気付) 

          ☎ 046-278-5120 

 会費振込口座：城南信用金庫、玉川学園支店（支店番号：075 ） 

        普通預金 口座番号：155093 

        口座名義：トウキョウマチダスマイリングワイズメンズクラブ 

これからの予定 

①11 月 20 日(水) 例 会 まちだ中央公民館 学習室 2  19：00～ 

②11 月 23 日(祝) 第 13 回歌声サロン in 野中ホール   15：30～ 

③11 月 29 日(金） 第二例会 まちだ中央公民館 ロビー  12：30～ 

④12 月 7 日(土） クリスマス祝会 原町田教会      17：30～ 

⑤12 月 8 日(日)  第４回グランハート悠々園歌声サロン  14：00～16：00 

⑥12 月 18 日(水) 例 会 町田市民ホール・第 1 会議室  18：30～ 

         ★竹野裕之さんの入会式を行います 

⑦12 月 21 日(土) 第 14 歌声サロン in 野中ホール    15：30～ 


